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函館市西部地区における町家型戸建住宅の構成
金子 晋也１）　　東出 佳子 2）
１）札幌市立大学デザイン学部　２）札幌市立大学大学院デザイン研究科博士前期課程
抄録 : 本研究は，函館市西部地区における町家型戸建住宅の構成に着目し，その建築的特徴
を都市空間との関連性から把握することを目的とするためのケーススタディである．対象事
例からは，以下の５点を建築的特徴として整理した．１）建物のボリューム形態と都市形態
との対応，２）空間の機能と自然環境 , 社会構造の変化との対応．３）空間構成における慣
習的なスケールの継承，４）過去の建築部位の名残，５）メンテナンスや植栽など生活行為
との環境の対応．これらの特徴は，北海道における町家型戸建住宅を評価する指標としても
有用であるといえる．
キーワード :函館，木造，町家，戸建住宅
A Study on the composition of Townhouses in Western District 
of Hakodate
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1）School of Design, Sapporo City University,   
2）Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University 
Abstract: The aim of this study is to examine the characteristic features of townhouses in western 
district of Hakodate city focusing on the relationship between urban space and architectural space. 
In this study, the following five architectural characteristics of townhouses are revealed: 1) the 
correspondence of building volume with city form 2) the correspondence of building function with the 
natural environment and the structure of society, 3) the legacy of the traditional scale, 4) the remnants 
of building elements, and 5) the interaction between human behaviour and the environment. In addition, 
these characteristics may also be considered a useful index for evaluating detached-type houses in 
Hokkaido that are similar to townhouses.
Keywords: Hakodate, Timber Architecture, Townhouses, Detached-type house
1．緒言
　日本の都心部では，都市構造の変化や高齢化によ
る社会構造の変化などにより，既存不適格の零細な
木造住宅が取り壊され，新建材の住宅や中高層のコ
ンクリートマンションに更新される様子がみられる．
これらの変化の特徴は，箱状の建築形態が土地の性
質と関係なく反復する点にあるといえる．特に，北海
道では陸屋根や凹凸のない立面が好まれることから,
この特徴が顕著である．
　一方で，近年の建築思潮の展開をみると，これら
木造住宅の価値を創出し,持続的な都市環境を再構
築しようとする実践もみられる．北海道でも，函館市
西部地区を中心に，木造住宅を活用した先駆的事例
がみられる 1)．
　本来，北海道の各都市では，雄大な自然環境と直
交座標系の合理的な都市計画が拮抗する上に，大火
や戦争などの復興計画や，極端な人口流入などに対
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応することで住宅のバリエーションを展開しており他
地域には無い固有の特徴があったといえる．なかでも，
都市化とともに増加した町屋型住宅に着目すると，幅
広の道路に小さな住宅群が面する様子は，北海道固
有の都市景観として位置付けることができる2）．
　これらの住宅は，近代日本の住居史において重要
な資料であり，寒冷地の建築設計の展開を示すもの
といえる．さらに，寒冷地都市にいかに住まうか，豊
かな生活空間を形成するかなど，都市環境において
も重要な視座を与えるものである．
　しかし，文化財として保護対象となる事例を除くと，
これらの多くが戦後から高度経済成長期の零細な木造
住宅であり，既存不適格建築物として災害対策や居住
環境としての問題も多い．そのため，研究対象として
扱われることは少なく，建築的評価も明確ではない．
　そこで，本研究は，北海道における木造の町家型
住宅を対象とし，住宅の形態と都市空間との相互の
関連性に着目することで，その基礎的な指標を整理
することを目的とする．
　北海道の住宅については，足達による一連の研究 3)
や，遠藤による著書 4）などにまとめられている．また，
近年の学術的研究では，三角屋根 CB造住宅に関す
る史的研究 5），北海道福島町における住宅様式の年
代比較 6）などがみられる．
　しかし，これらの研究では，建築計画学や建築史
的視点から建築単体の特徴は述べられているものの，
都市空間との関係に着目するものは少ない．また，今
後の寒冷地建築の設計指針を示す研究は少なく，そこ
から活用指針を整理しようとする報告もみられない．
　このように，寒冷地の住宅建築の住宅ストックとし
ての認識は十分ではなく，その活用方法の実態を示
すことは今後の寒冷地の住宅指針を示す上で重要な
示唆が得られると考える．
　また，本研究では，居住者の属性や生活・風習の
変化などについては言及していないが，これは町家型
戸建住宅に関する即物的な情報を整理することで同
地区の他事例と比較検討が可能な指標を得ようとした
ためである．しかしながら，本研究で得られた資料は， 
社会学，生活学など文化的な側面に関する研究を補
完することも考えられる．
2.調査方法
 
　本研究では，ケ スースタディとして函館市西部地区
の町家型戸建て住宅(A家 )を対象とする．まず，函
館市西部地区の町並に関する報告書 7），「函館市史　
都市・住文化編」8），各種地図資料 9 〜12)など主な文
献資料を整理した．
　現地調査では,可能な物件に関して実測調査とヒア
リング調査を行った 3）．さらに，対象事例と文献資料
との照合，比較により，函館における町屋型住宅がど
のような要素と対応しているか具体的な建築的特徴を
把握し，今後の調査を行う上での指標を整理した．
3. 分析対象の概要
　対象事例は，函館市西部地区の郊外に立地する木
造建築の町家型戸建住宅である(図1)．対象事例
がある地域は，「函館市史　都市・住文化編」から，
明治11年(1878 年)と12年(1879 年)の大火後に行
われた街区改正，明治12年(1879 年)の函館公園の
完成，明治14年(1881年)の谷地頭の埋め立て工事
の完成などの影響を受けていることが分かる．具体
的に，図 2の明治 9年 (1876 年 )と明治 25 年 (1892
年 )を比較すると，街区改変に伴い背割りの街区
割に加え，現在の電車通り (西部環状線 )側から
の新たな街区割がみられる．対象事例の敷地も市
電通り沿いである．
　また，図2の昭和 35年(1960 年)をみると，南北
軸の道路が新設され，街区が東西に3分割されてい
る．これは ,昭和９年(1939 年 )に北海道庁函館復
興部から刊行された「函館市復興計画図」10） における
8米道路と一致する．また,同資料では電車通りの拡
幅も計画されている．よって,本街区は，昭和 9年の
大火後に現在の骨格が形成されたといえ，都市空間
の形成という視点からみると，明治中期の都市開発
と昭和の大火の復興計画という2点の影響を反映する
区画であるといえる．
　また，ヒアリングからは ,「対象事例の前所有者(親
世帯)は，昭和 9 年(1934 年 )の大火前は電車通り
挟んで向かいに居住しており，現在の敷地は畑地だっ
た．現在の敷地に住宅が移動した時期は大火後であ
る．」ことがわかった．さらに，具体的な建築年代は
不明であるが，「建築は昭和30 年ごろ」という聞き取
りも得られた．一方で,昭和 23年(1948 年)の航空
写真 11）をみると，現在の敷地に建物の影は確認でき
ず，昭和 34 年(1959 年 )の住宅地図 12）には対象事
例の記載がみられない．よって，対象事例の建築年
代は，1960 年以降であると推測される4）．
　以上から，対象事例は，明治から昭和初期にか
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けた函館の都市空間の変化を反映した，戦後の木造
の町家型戸建住宅といえる．
4. 対象事例の特徴
1）建物ボリュームからみた空間構成
　対象事例の建物ボリュームは，図3のように大きく
３つに分けられる．V1は，木造 2階建てのボリューム
であり，1階は 6 畳（室 1-1）と8畳 (室 1-2)の続
き間，2階は階段を挟んで接道側の 6畳（室 1-3)と
隣地側の寝室（室1-4)がある．また，V1の南側には
写真 2のように，玄関（室 1-5)と台所（室 1-6)を含
む下屋が接続している．V2は，木造一部 2階建ての
ボリュームであり，1階は接道面側の書斎（室 2-1)と，
隣地側に6畳(室 2-2)と8畳（室 2-3)の続き間があ
り，隣地側 2階には6畳（室 2-4)と8畳（室 2-5)の
続き間がある．V3は， 幅2.5間の車庫兼物置小屋(室
3)である．これらのボリュームに加えて，隣地側には
物置小屋が増築されている．V1は，6畳と8畳の続
き間を持ち，接道側に台所が付属する平面構成であ
るが，これは函館で大正期から昭和初期に建てられ
た社宅長屋の平面構成と類似点を持つ．
　各室の用途をみると， 主にV1が居住スペ スーであ
り，V2は書斎などとして使われているが，V1の付属的
な機能であると考えられる．過去には，前所有者(親
世帯)が1階に居住し，現所有者は 2階が主な居住
図 4　対象事例の実測図
図2　対象街区の変化
* 図注：平面図中の数字は天井高を示す。
* 図は文献 3）の地図より作成
図 3　建物ボリューム
写真1　対象事例の外観写真図1　対象事例の立地（縮尺：1/4000）
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スペ スーであったり，室 2-1を貸部屋として利用したり
するなど，複数世帯が共同生活を行っていたことがヒ
アリングからわかった．そのため，室 3隣地側から室
2-5への出入り口や，室 3から室 2-1への出入り口が
設けられており，これらの出入り口は現在も使用され
ている．このように，複数の室が玄関を介さず外部空
間と接続する形式は，単身者などが部屋を間借りする
という社会構造に対応した空間構成としてとらえられ
る．
　また，室1-2と室 2-1は，近年リフォームされており，
両室ともに収納スペ スーが設けられている．特に，室
2-1東側の収納スペ スーは，当初中廊下であった空間
を転用したものであるが，要因は中廊下が風の通り道
となるためであることがヒアリングからわかった．一方
で，中廊下を閉鎖したことにより，現状では回遊型の
平面構成となっている．
　次に，断面構成をみるとV1と下屋には 350 ㎜の段
差があり，V1とV2の間には400 ㎜の段差がある．こ
れらの段差は敷地北面から敷地南面にかけた傾斜に
対応したものである．
　また，各室の天井高をみると，室 1-1が 1967㎜，
室1-2が2091㎜と7尺未満で特に低いことがわかる．
低い天井高は，戦前までに建てられた函館の町家型
住宅に類似しているが，これは耐風や資材不足などを
反映した慣習的なスケールであると考えられる．一方
で，V1の 2階や V2の階高は 7尺～8尺であり，近年
の一般的な木造住宅のスケールといえる．
　以上から，対象事例の特徴として，建設された時
代の典型的平面構成との類似（接道台所，中廊下な
ど )や，社会構造との対応（多数の出入り口)，自然
環境への対応（回遊型動線，傾斜に対応した段差 )，
慣習的なスケールの継承（続き間，低い天井高)など
を検証することにより通時態としての建築的特徴がと
らえられる．
2）外部空間の特徴
　建物の外壁材は，主にサイディング材（190mm 幅）
である．サイディングの貼られていない建物北面の外
壁材がモルタルであり，さらに板張りがみられる（写
真 3)ことから，外壁材は板貼り・モルタル・サイディ
ングの三層構造であると予測される．
　サイディング工事は，約 30 年前にモルタルの外壁
上から直接貼り付けたものであり，定期的に水洗いす
ることで塩害による錆を防いでいる．また，屋根材は
一般的な鋼板葺きであるが，板金工事は防水塗装業
者が工事を請け負っている．さらに，同時期にストー 写真 5　植栽などによる外部空間の活用
写真 4　近隣の町家型戸建住宅
写真 3　板張りの外壁材
写真 2　内部空間（室1-1から室1-6をみる）
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ブ暖房からガス暖房に変更するなど，1980 年代には
現在の建築的特徴が形成されている．
　「函館市史　都市・住文化編」から，当地域には，
昭和 9 年（1934 年)以降に建設された建物が多いと
される(5)が，それらの事例と比較すると外観上の特
徴は大きく異なる．特に,開口部や屋根回りの意匠を
みると，対象事例は引き違い窓で切妻屋根と簡素な
つくりとなっており，写真 4の様に大火後に建設され
た周辺の事例にみられる格子戸，出窓，上げ下げ窓，
軒蛇腹など洋風の意匠がみられない．一方で，外観
の特徴として過去に使われていたストーブの煙突跡
や，サイディング，アルミサッシュなど周辺の住宅とは
親和性が高いといえる．
　対象地区は，大火後に道路が拡幅されており，そ
の際に松など燃えにくい街路樹が植えられることで幅
広の道路と松という固有の景観を形成している．対象
事例の南側にも松の植栽があり，鉢植えや玄関回り
とガレージ周りの鉢植えと相まって，独特の外部空間
を形成している．東側接道部の鉢植え（写真 5)は，
建物の入隅によって囲まれた外部空間に設けられて
いる．このように建物や敷地の凹凸と植栽の呼応は，
敷地条件の厳しい東京や大阪など大都市の下町にも
みられる趣味的振る舞いの空間として評価できると考
えられる．
　このように，対象事例の外部空間の特徴は伝統的
な様式とは著しく異なるが，工業製品を用い自然環
境に対応した構え（サイディング，アルミサッシュ)や，
植栽のあふれだしなど，現代の町家型戸建住宅の共
時態としての建築的特徴がとらえられる．また，外壁
材の重なり（下見板・モルタル・サイディング )や過去
の構成要素（煙突跡)からは，通時態としての建築的
特徴がとらえられる．
5. 結論
　以上のように，本稿では，これまでの研究では見
落とされていた木造の町家型住宅を，都市空間との
対応から論じた．その結果，対象とした町家型住宅
から，以下のような建築的特徴が整理できる．
（1）建物のボリューム形態と都市形態との対応
（2）空間の機能と自然環境，社会構造の変化との対応
（3）空間構成における慣習的なスケールの継承
（4）過去の建築部位の名残
（5）メンテナンスや植栽など生活行為との環境の対応
　これらの特徴は，北海道における町家型戸建住宅
を評価する指標としても有用であると考える．
注
(1) 現地調査において，近年，函館西部地区の空
き家を活用し，函館への移住者を募るものと
して，箱バル不動産（http://hakobar.com/, 
2015.10.31( アクセス日）) の活動などが観察
できた．
(2) このような視点から，筆者らはこれまでに函
館の都市空間に関する研究を行ってきた．
(3) 2016年 4月29日，7月31日，8月17日，8月18
日に現地での調査を行った．
(4) 補足的に登記簿をみると，現在の所有者となっ
たのは昭和 56 年（1981 年）からであった．
(5) 8)p432 の「谷地頭近辺は，明治中期から住宅
地として開発されているが，昭和九年の大火
により，ほとんどの地域が消失している．現
在残っている住宅のほとんどが、一九三四（昭
和九）年の大火後に建設されている」という
記述から判断できる．
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